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教会関係者の皆様にはすでにお伝えし
ましたように、｢緊急事態宣言｣の発出に
伴い、私たち藤沢教会は、本日より主日
礼拝の非公開、早朝礼拝、夕礼拝の休止
を決定いたしました。期間は、｢緊急事
態宣言｣が解除され、再開可能と判断さ
れるまで、ということですが、そこで、
長期化が予想される中で皆さんに申し上
げたいことは、私たちがこれまで聞いて
きたことのすべては、すべて「私たち」
という視点をもって語られるものであっ
たということです。ですから、しばらく
の間、この｢私たち｣ということを常に意
識しながら、それが難しければ、せめて、
主日の 10 時半だけでも、聖書の御言葉
が｢私たち｣と語る一人一人であることを
思い出していただきたいと思うのです。 

これまで、私たちは主日毎に会うこと
が当たり前でした。ところが、その私た
ちが、会いたい人、そこにいるのが当た
り前の人と、当面の間、会うことができ
ません。ですから、こうした状況が長期
化すれば、｢私たち｣という感覚は薄めら
れ、やがては消滅してしまうことにもな
るのでしょう。しかし、そのことを憂慮
して、このようなことを申し上げている
わけではありません。そもそものところ
で言えば、こうして信仰が与えられてい
る私たちの関係性はいつの間にか消えて
なくなってしまうものではないからです。
なぜなら、洗礼を受け、信仰へと導かれ
た「私たち」は、この信仰ゆえに、どこ
までも「私たち」であり続けるからです。
今日、この点を先ず確認したいと思った
のはそれゆえのことでもありますが、ま
たそれは、この「私たち」であるところ
に、聖書の御言葉の語る恵みがあり、さ
らには、この恵みゆえに、私たちは幸い
な歩みを続けることができるからです。
では、この「私たち」とはいかなる「私
たち」であるのでしょうか。クリスマス
シーズンを終えたばかりでありますが、
クリスマスシーズン、私たちが繰り返し
聞いてきたことは、「主我らと共にいま
す」ということでした。つまり、主は、
あの人とだけ、この人とだけ共にいます
お方ではなく、私たちすべてと共にいて
くださるお方であるということです。で
すから、「私たち」とは、私たちが考え
る一緒にいたいと思う人たちとだけ一緒

にいることではありません。イエス様と
神様がこうして集めるすべての人々のこ
とを、私たちは「私たち」と呼んでいる
のです。従って、この「私たち」という
ところを離れて、信仰の恵みも、信仰ゆ
えの幸いも、私たちが与ることはありま
せん。 

ただ、私たちの多くは、普段、どこま
でこの｢私たち｣ということを意識して毎
日を過ごしているのでしょうか。恐らく、
｢私たち｣という言葉すら使わないことが
ほとんどなのではないでしょうか。その
ため、殊更のように言われると、返って
反発したくなる人もいるのでしょうが、
しかし、だからこそ、敢えて申し上げた
いと思うのです。それは、私たちがこの
｢私たち｣であることへの共感を欠いて、
信仰者としてのアイデンティティを保ち
続けるはとても難しいことでもあるから
です。つまり、自分が何者かが分からな
くなってしまうということです。しかし、
この日の御言葉を見ても明らかなように、
信仰は私たちの問題であると同時に、神
様の問題でもあるわけです。だから、自
分の力だけですべて何とかしようと思う
必要はありません。けれども、神様もイ
エス様も私たちの言いなりになるお方で
はありません。しかし、私たちが自らに
ついて｢私たち｣と呼ぶ場合には、この
｢私たち｣というものの中には、神様とイ
エス様も含まれてもいるのです。ですか
ら、この｢私たち｣という事への共感を欠
いたところでは、神様の恵みも、信仰ゆ
えの幸いも、あるのかないのか分からな
くなり、ひいては、信仰者である自分自
身のことも分からなくなってしまうとい
うことです。 

しかし、だから、そのために、私たち
は気持ちを強く持たなければならないと
いうことでもありません。気持ちの強い
弱いというところで左右されるものが私
たちの信仰ではないからです。大切なこ
とは、気持ちが弱かろうが強かろうが、
私たちが「私たち」であるところには、
神様もイエス様も共にいてくださってい
るということです。だから、あの人が、
この人が、ということにはならないので
す。あの人にも、この人にも、主が集め
てくださるすべての人が、主が共にいて
くださる私たちであり、だから、私たち
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はそこで自分が何者かを知ることにもな
るのです。つまり、この日、御言葉が語
るように、その「私たち」であるからこ
そ、神様もイエス様も遠ざかることはな
いということです。それゆえ、信仰は精
神論でもなければ、根性論でもありませ
ん。御言葉が私たちについて「神の家
族」と呼ぶように、家族という私たちの
有機的な繋がりを支えるものが私たちの
信仰でもあるのです。滋賀って、信仰は
理念や利害や気分によって左右されるよ
うなものではありません。そこで必要な
ことは、ただ一つ、一緒にいることであ
り、それも、長〜く一緒にいるというこ
とです。私たちが｢私たち｣であるという
のはそういうことであり、そして、それ
を一番願っているのは、誰でもない私た
ちの神様であり、イエス様であるという
ことです。 

ですから、弟子たちのこの召命の場面
は、そのことを再び私たちに示すもので
す。それは、イエス様が弟子たちを招く
に際して「人間を取る漁師にしよう」と
仰っていることからも分かります。なぜ
なら、イエス様のお気持ちの向かう先は、
弟子たちだけでなく、すべての人々であ
るからです。従って、イエス様の生涯の
目的は、人と出会うことであり、人を招
くことであり、人を愛し抜くことだとい
うことです。私たちはそのようにイエス
様によって招かれた一人一人であるわけ
で、それゆえ、イエス様との出会い、そ
の招き、共に生きる中で注がれるその愛
に深く感謝することになるのです。ただ
し、この感謝でありますが、イエス様に
していただいたことへの恩義からではあ
りません。イエス様の愛が変わらないと
ころにその根拠を置くものであり、そし
て、それが一緒にいるということです。
ですから、私たちの感謝はここからあふ
れ出るものでもありますが、ところが、
今はどうでしょうか。今はそれほどでな
くても、これからはどうでしょうか。今
までは当たり前のように人と合うことが
できました。けれども、当面、そういう
わけにはまいりません。そして、このこ
とはまた、人とだけでなく、イエス様に
ついても神様についても同じように感じ
ているところはないでしょうか。このこ
とはつまり、イエス様の愛が変わらない
とするその根拠が揺らいでしまうことに
もなりかねないということです。けれど
も、そうであればこそ、御言葉はまた語
るのです。そこに私たちの誤解があると、
この弟子たちの召命の出来事と、その直

後にある奇跡的出来事を通して語るので
す。 

そこで、先ず、御言葉が語ることは、
神様の愛と私たち人間の愛には区別があ
るということです。イエス様と出会った
ばかりの弟子たちは、自らの生業、その
家族、財産などをすべて残してイエス様
に従ったのですが、その中ではっきりと
させられたことは、愛には区別があると
いうことでした。そして、弟子たちが選
んだものが神様の愛であり、そして、そ
れは、私たちも同じです。弟子たちと同
じように、後ろを振り返らずにイエス様
に従ったのが私たちだからです。ですか
ら、誤解の原因は、私たちが後になって、
つまり、それが今、ということなのかも
しれませんが、そのように私たちが後ろ
を振り返ろうとしているところに誤解の
原因があるように思うのです。しかし、
私は、そこである一つのことが気になり
ます。それは、振り返るには振り返るな
りに理由があるからです。ところが、御
言葉は、この大問題については一切時間
を割こうとはしないのです。それは、御
言葉が冷淡で横着だからではありません。
そうではなく、この一切時間を割いてい
ないところにイエス様との出会いとその
招きの本質が現されているからです。 

イエス様と出会い、招かれた弟子たち
は、直ぐにイエス様の愛を知ったのです。
そして、それが弟子たちに直ぐに伝わっ
たのは、人と出会い、招き、愛すること
がイエス様にとっては何よりの喜びでも
あったからです。つまり、嫌々でも渋々
でもない、もちろん、杓子定規でもなけ
れば、使命感といった力んだものでもな
い、イエス様の人と出会った喜びがスト
レートに弟子たちに伝わった、弟子たち
が何も取らずにイエス様の招きに従った
のはそれゆえのことでありますが、それ
は私たちも同じです。ですから、人間を
取る漁師になるということは、何人、人
を集めたかとか、どれだけ人に理解して
もらえたかとか、漁師という職業とその
実入りの良さを言おうとしているもので
はありません。人間を取る漁師とはつま
り、イエス様の愛の大きさと、私たちと
出会ったイエス様のその喜びの大きさか
ら理解すべきものであり、それゆえ、人
間を取る漁師とはつまり、イエス様がそ
うであるように、人を正しく愛し、人と
出会った喜びを素直に人と分かち合える
人のことだということです。ですから、
信仰の喜びの中で最も大きいものは何か
と、もし人に問われれば、それは、人を
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正しく愛することであり、愛されている
というこの喜びを素直に人と分かち合え
ることだと、私はそう答えることでしょ
う。従って、ここで御言葉が、神様の愛
と人の愛とを分けているのはそう難しい
話ではありません。イエス様がすべての
人にこの愛を与えたがっているというこ
とであり、そして、愛についてイエス様
が区別してそれを語っているのは、イエ
ス様に愛されたというこの経験が信仰の
入り口だけの問題ではないからです。 

それゆえ、「人間を取る漁師」になる
という話は、この世のしがらみを捨てる
捨てないといった話ではありません。
「私たち」の歩みのすべてはここから始
まるということであり、それゆえ、漁師
になるならないということにはなりませ
ん。この始まりにあることがずっと続い
ていくところに神様の本心があり、本音
があると、御言葉はそう語っているので
す。だから、信仰はそれ自体は難しいも
のではありません。イエス様に正しく愛
され、イエス様の喜ぶ姿に触れさえすれ
ば、誰でも直ぐにキリストの弟子になれ
るということです。ですから、私たちは
あまり細々としたことに煩わされない方
がいいように思います。例えば、家族伝
道とか、信仰継承とかいうこともそうで
す。もちろん、このことは私たちにとっ
てとても大事なことでもありますので、
誤解しないようにお願いしたいのですが、
その上で申し上げますと、御言葉が今日
私たちに語りかけるところは、その親兄
弟などのすべてを捨てるということです。
そして、捨て去って後、直ぐにその答え
が示されるわけではありません。けれど
も、この後を辿っていく中で明らかにさ
れることは、イエス様が自分が捨てたは
ずの親兄弟と再び出会い、私たちの交わ
りに招かれるということです。このこと
はつまり、親兄弟の愛よりイエス様の愛
の方が優っているということでもあるの
でしょうが、ただ、それはどちらが上で、
どちらが下かという話ではありません。
私たち人間の愛は、人を生かしもすれば
殺しもする、そういうものなのかもしれ
ません。けれども、イエス様の愛は、私
たちを生かしこそすれ、殺しはしないと
いうことです。そして、この人を生かす
ものこそが神様の御心であり、従って、
ここで弟子たちがしたことは、この人の
命を生かすものにすべてを委ね、お任せ
したということです。ですから、ここで
の区別はそれを私たちに教えるためのも
のであり、それも、ストレートにイエス

様の愛というものはこういうものだよと
私たちに教えてくれているのです。 

しかし、問題はここからです。単純で
あればあるほど難しいのが物事の道理と
いうものでもあるのでしょう。そして、
それはまた、ただ難しいというだけでな
く、単純であるだけにまた道を誤ったと
きの傷も深く、それゆえ、血を流すこと
にもなるのです。ですから、後ろを振り
返り、人がないない、どこにもない、と
騒ぐのは、それゆえのことでもあります
が、けれども、私たちが求めるものは、
そもそものところで言えば、振り返った
ところには初めからないわけです。です
から、傷つこうとも、血を流そうとも、
不可逆的で後戻りできないというところ
に、神様とイエス様の愛があるのは間違
いありません。なぜなら、後戻りできな
いからこそ、私たちの将来はイエス様に
よって開かれていくことになるからです。
今は笑えないことも、イエス様が共にい
ますがゆえに、私たちはやがて笑えるよ
うになるのはそのためで、そして、人を
生かすものというものは、そもそものと
ころで言えば、そういうものでもあるの
でしょう。ただし、この後ろを振り返ら
ないということは、だから、単純に振り
返ることが無意味だと御言葉は語るわけ
ではありません。 

そこで、その私たちが前を見て、そこ
に何が見えてくるのか。それが 23 節以
下に記されていることでもありますが、
それは、イエス様と共に生きる私たちに
とっての課題であり、使命であり、役割
です。つまり、イエス様と共にある私た
ちには、人々に教えるべき課題があり、
伝えるべき使命があり、さらには、痛み
を負う人々への奉仕という大きな役割が
あるということです。そして、そうした
ものが与えられている理由は、多くの
人々が互いに赦し合うことができず、ま
た、自分の欲得のためだけに動きまわる
ために他者のために労することを厭い、
そのため、より良き関係を築けずにいる
からです。そして、そこに何も言わずに
ついて行き、一言も発せず、その気配す
ら感じさせずに、イエス様のなさること
をじっとその側で見つめていたのが弟子
でありました。それは、それだけ弟子た
ちが心から安心していたということでも
ありますが、ですから、ここには、召さ
れた直後の弟子たちの初々しい信仰が現
されているようにも思います。そして、
弟子たちのこの初々しさでありますが、
それは、イエス様に向かって、弟子たち
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がそれだけ素直にその心を開いていたと
いうことです。つまり、イエス様のなさ
ることのすべてに弟子たちはときめいた
ということです。それゆえにイエス様の
なさることのすべてに弟子たちは合点が
いき、従って、愛し合うことも、赦し合
うことも、ときめく弟子たちには全てが
不思議ではなかったということです。 

ですから、イエス様に心を開くという
ことはそうことであり、その愛に覆われ
るということは、自ずと私たちをしてそ
うさせるものだということです。しかし、
それがいつまでも続かない。長くて半年、
短くて三月、課題と使命と役割を担う生
活を繰り返す中で、弟子たちも少しずつ
地が出てきて、その筆頭弟子であったペ
トロに至っては、イエス様からサタンと
までいわれる始末であったのです。そし
て、それは、私たちも同じです。あのと
きの初々しさはいったいどこに行ってし
まったのかと、そう嘆く人は少なくない
ように思います。ただ、そこでいくら嘆
こうとも、あの日に戻れることはありま
せん。それは、私たちの心が汚れてしま
ったからだとも言えるのでしょうが、そ
こで私たちが考えることはその汚れを取
り除くための方法です。そこで、私たち
は、与えられた課題、果たすべき使命、
担わねばならない役割など、そうしたこ
とをすべて完璧に応えることで汚れが取
り除こうと考えるのです。けれども、そ
れすらも長く続かない。初々しさを失っ
た私たちにはよく分かることですが、そ
の私たちが 23 節以下の出来事を見たな
らば、そこで何を思うのでしょう。イエ
ス様と出会った直後の初々しい信仰を思
い起こし、恥ずかしい気持ちになるに違
いありません。そして、その恥ずかしさ
でありますが、それは、あれもできない、
これもできない、ということに止まるも
のではありません。できない自分を誤魔
化して、まるでできているかような顔を
する恥ずかしさです。ですから、弟子た
ちはこの時の初々しさを思い出して、恐
らくは、その恥ずかしさからいたたまれ
ない気持ちにもなったはずです。けれど
も、その弟子たちがイエス様と出会った
直後の出来事をこのように私たちに伝え
てくれている、それは、恥を忍んで、と
いうことではなく、自らの恥を深く知っ
たからです。そして、それをこのように
記録に残しているのは、恥を知ることが、
恥しいことではなく、イエス様の深い、
本当に深い愛を知らされるものであった
からです。 

ですから、そういう意味で、私たちが
「私たち」であるということは、恥を深
く知っているということです。そして、
それは同時に、自分を卑下しないという
ことです。なぜなら、その私たちと出会
い、弟子として招き、愛する喜びを素直
に現してくださったのが私たちの主イエ
ス様であるからです。ですから、私たち
は、自分の愚かさを嘆く必要はありませ
ん。弟子たちがそこで感じた恥ずかしさ
も、イエス様は拒むことなく引き受けて
くださっているからです。そして、イエ
ス様の十字架はそのことを私たちに伝え
てくれているものであり、ですから、そ
れが証拠に、この直後に何が語られてい
るのか。それは、イエス様による山上の
説教です。そこで、イエス様は語ります。
「心の貧しい人々は幸いである。天の国
はその人たちのものである」とこう語り
始め、生きづらいこの世を信仰をもって
生きる幸いをこのように告げ知らせるの
です。ですから、エゼキエル書に「『人
の子よ、私が与えるこの巻物を胃袋に入
れ、腹を満たせ。』私がそれを食べると、
それは蜜のように口に甘かった」とある
ことは強がってのことではありません。
「哀歌と、呻きと、嘆き」と語るこの世
の有様を、御言葉は甘美なまがい物で誤
魔化すことなく、そのままを私たちの口
に入れ、そして、それを｢甘い」と感じ
たのは、弟子としての素直な思いでもあ
るのです。 

福音を深く味わい知る「私たち」にと
って、神様とイエス様が与えるものこそ
が人の命を根底から支え、また、生かし、
幸いへと導くものでもあるのです。私た
ちはそのことをこうして御言葉を通し聞
いているし、味わっているし、日々経験
し続けているのです。つまり、それが
｢私たち｣だということです。それゆえ、
この世の生き辛さを見つめつつも、私た
ちが、主が共にいます私たちである以上、
主によって生かされ、支えられている私
たちは、イエス様に愛されるにふさわし
く共々にこれからを歩むことができるの
です。ですから、もし、今が辛くて辛く
て仕方ないようなことがあれば、この
「私たちが私たちである」ところに立ち
帰って足下を見つめたいと思うのです。
なぜなら、それは、私たちを生かすとこ
ろに置かれているものが神様の御心であ
るからです。祈りましょう。 


